
 

 

新地方公会計制度に基づく 豊前市の財務４表 

 豊前市が保有する資産（基金）・負債（地方債、債務負担）の状況はこれまでも予算、決算

を通じて公表していますが、市全体の資産・負債の状況を網羅的に把握できる状況にはありま

せんでした。 

 行財政運営の説明責任が求められている中、財務状況を的確に把握するとともに、それを市

民に分かりやすく公表するため、総務省の基準に沿って「普通会計財務４表」及び「連結財務

４表」を作成しました。 

  

新地方公会計制度の概要 

 平成１９年１０月１７日に公表された総務省「新地方公会計制度実務研究会報告書」に詳細

が示されています。 

 

制度整備の目的 

 

①資産・債務の適切な管理 

②行政経営への活用（マネジメント力の向上） 

③住民に対する開示（透明性の向上、説明責任の履行） 

 

基本的な考え方 

 

①財務書類４表を作成・公表 

 ・貸借対照表 

 ・行政コスト計算書 

 ・純資産変動計算書 

 ・資金収支計算書 

②普通会計及び連結（普通会計、特別会計、関連団体等）を対象 

③基準モデルと総務省方式改訂モデル 

 ○基準モデル   

  ・固定資産（普通財産及び行政財産）等の資産・債務の洗い出し、価額の算定、資産台帳

の整備 

  ・歳入歳出データ（財務会計システム）を公会計の仕訳に変更 

 ○総務省方式改訂モデル（豊前市が取り組んでいるもの） 

  ・売却可能資産（普通財産）について、価額を算定した上で、従来の総務省方式による決

算統計データと置き換え 

  ・資産評価、台帳整備は段階的に実施 



 

 

財務４表の概要 

 

貸借対照表（バランスシート） 

 

 会計年度末（３月３１日）時点（ただし出納整理期間中の増減を含む）における資産や債務

に関する情報を示すもの。 

 貸借対照表は左側に資産を表示し、右側に負債及び資産と債務の差額である純資産を計上し

ている。 

 【資産の部】 

  公共資産は市の所有する全ての資産を計上している 

  投資等及び流動資産は、現金またはすぐに現金化が可能な資産を表示している 

 【負債の部】 

  将来的な支払義務を生じさせる地方債や退職手当引当金、賞与引当金などを負債として計

上している 

 

行政コスト計算書（損益計算書） 

 

 資産形成につながらない人的サービスや給付サービスなどの行政サービスに伴うコストと

使用料・手数料等の収入を目的別に示すもの。 

 今までの決算書類等では捕捉できなかった減価償却費などの非現金コストについても計上

している。 

 経常行政コストから経常収益を引いたものが純経常行政コストとなる。 

 

純資産変動計算書 

 

 貸借対照表の純資産（資産から負債を差し引いたもの）の会計年度中の動きを明らかにする

もの。総額としての純資産の変動に加え、それがどのような財源や要因で増減したかの情報を

表示する。 

 新地方公会計制度で新たに追加された財務諸表。 

 

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書） 

 

現金の流れを示すものであり、その収支を性質に応じて経常的収支、公共資産整備収支、投

資・財務的収支と区分して表示することで、どのような活動に資金を必要としているかを表示

する。 

 

 



 

 

 

 

連結対象の範囲

「 ① 普通会計 」 および 「 ③ 連 結 」 の財務４表を作成しました。

上毛町外一市一町矢方池土木組合
豊前広域環境施設組合
吉富町外一市中学校組合
豊前市外二町財産組合

国民健康保険事業特別会計 京築広域市町村圏事務組合
後期高齢者医療事業特別会計 豊前市外二町清掃施設組合

一般会計 工業用地造成事業特別会計 京築地区水道企業団
住宅新築資金等貸付事業特別会計 水道事業会計 豊前市土地開発公社
市営駐車場事業特別会計 下水道事業特別会計
バス事業特別会計 東部地区工業用水道事業会計 以下の団体は連結していません

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合
福岡県自治振興組合
福岡県介護保険広域連合
福岡県後期高齢者医療広域連合

① 普通会計

② 市 全 体

③ 連　 　結

 


